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きれいなクリスマスリースができました
（ふるさと少年教室の子どもたち）

　一年の締めくくりと、新しい年に希望や期
待を込めて、町のさまざまな団体で師走の風
物詩となる活動が行われました。ここでは、
親子そば打ち体験教室と、クリスマスリース
づくりの２つをご紹介します。
　このような、仲間や大人とふれあう活動
が、情緒豊かな子どもたちを育てる貴重な体
験になることを期待します。

自分たちで打ったそば！美味しくできました
（親子そば打ち体験教室）

師走の風物詩
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

謹賀新年
議員の『座右の銘』
（議席順）

中
山
町
議
会
議
長

小
関
敏
明本年もどうぞよろしくお願いします

い
つ
も
感
動！

臨
機
応
変

や
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せ
、
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
議

会
活
動
に
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
我
が
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
第

５
次
中
山
町
総
合
計
画
後
期
５
か
年
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
総
参

加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
や
「
西
郷
隆
盛
・
従

道
兄
弟
と
中
山
町
と
の
縁

ゆ
か
り

発
信
事
業
」
の
実
施
、
長
崎
地
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
所
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
事
業
と
し
て
誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
を
目
指

し
た
「
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
」
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年

も
各
種
事
業
の
さ
ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
や
空
き
家
問
題
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
地

方
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
山
積
す
る
課
題
と
向
き
合
い
、
町
執
行
部
と
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平成３０年度一般会計補正予算その議案に私は賛成、私は反対
１２月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

灯油購入費助成事業暖かい冬を支援！
　高齢者のみ世帯・重度障がい者世帯・ひとり親世帯のうち、町民税が非課税の世帯に対し、冬期間における
灯油購入費を１世帯当たり５０００円、総額１８５万円を助成するものです。

ト

ピッ
クス

１

柏倉家保存事業旧柏倉両家に火災報知機設置
　旧柏倉九左衛門家および旧柏倉惣右衛門家に自動火災報知機を設置するための設計監理を委託し、工事費見
積書により、その不足分１１５６万７０００円を増額し、総額１８５６万７０００円とするものです。

ト

ピッ
クス

２

長崎小学校施設管理事業小学校トイレの洋式化が前進
　まだ和式しかない長崎小学校南校舎２階トイレと職員トイレを洋式化するため、４基分の１８１万５０００円を
補正し対応するものです。（⇒関連記事Ｐ１１）

ト

ピッ
クス

３

平成３０年度一般会計補正予算（第３号）

項　目 補正前の額 補正額 計 補正の理由など
民生費国庫負担金 ２億３２４４万円 △３５万円 ２億３２０９万円 国民健康保険保険基盤安定負担金の決定による
民 生 費 県 負 担 金 １億３８４７万円 △５５万円 １億３７９２万円 国民健康保険保険基盤安定制度負担金の決定による
民 生 費 県 補 助 金 ４６７８万円 ９３万円 ４７７１万円 灯油購入費助成事業補助金の決定による
基 金 繰 入 金 １億９７５７万円 △６９０万円 １億９０６７万円 小・中学校施設等整備基金からの繰入金の減額による
過 年 度 収 入 − ２２２万円 ２２２万円 広域連合負担金過年度還付金による
土 木 債 １７５０万円 ２０万円 １７７０万円 道路橋梁改良事業債の決定による

項　目 補正前の額 補正額 計 補正の理由など
一 般 管 理 費 ２億４９２５万円 △３１５万円 ２億４６１０万円 一般職給・職員手当等
税 務 総 務 費 ５１８７万円 △２５１万円 ４９３６万円 一般職給・職員手当等
戸籍住民基本台帳費 ３９６６万円 △３６６万円 ３６００万円 一般職給・職員手当等
社 会 福 祉 総 務 費 １億７６５８万円 ５１２万円 １億８１７０万円 一般職給・職員手当等、灯油購入費等助成金など
老 人 福 祉 費 ４億１８５０万円 △１９９万円 ４億１６５１万円 介護保険特別会計繰出金
学 校 管 理 費 １億　４２２万円 △８１５万円 ９６０７万円 長崎小学校施設等工事、豊田小学校施設等工事など
社 会 教 育 総 務 費 ５２３９万円 ３８８万円 ５６２７万円 一般職給・職員手当等
文 化 財 保 護 費 ４００６万円 ４７７万円 ４４８３万円 自動火災報知機設置工事など

歳出（支出）

【一般会計の主な補正予算項目】
歳入（収入）

　一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額からそれぞれ３８４万８０００円を減額し、それぞれ総額を４９億９４０７万円と
するものです。

平成３０年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　一般会計繰入金の減額等により、歳入歳出予算の総額からそれぞれ２７５万２０００円を減額し、それぞれ総額を
１２億６５９２万６０００円とするものです。

平成３０年度中山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　中山町介護保険費歳出の実績により、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１７６万円を減額し、それぞれ総額を
１３億２４４６万２０００円とするものです。

平成３０年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　過年度分事務費負担金精算により、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６０万３０００円を追加し、それぞれ総額を
１億３４４３万円とするものです。

平成３０年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　財源内訳の変更により、歳入歳出予算の総額からそれぞれ３万８０００円を減額し、それぞれ総額を５億３３２万６０００
円とするものです。

議
案
番
号

議案名と主な内容
（件名は一部省略しています）
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議第
５４号

平成３０年度中山町一般会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ３８４万８０００円減額し、歳入歳出予算総額を
４９億９４０７万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５５号
平成３０年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ２７５万２０００円減額し、歳入歳出予算総額を
１２億６５９２万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５６号
平成３０年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ６０万３０００円追加し、歳入歳出予算総額を
１億３４４３万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５７号
平成３０年度中山町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１７６万円減額し、歳入歳出予算総額を
１３億２４４６万２０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５８号
平成３０年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ３万８０００円減額し、歳入歳出予算総額を
５億３３２万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５９号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与月額等の改定を行うため提案するものである ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６０号
中山町総合計画策定条例の設定について
中山町のまちづくりの指針となる総合計画策定の根拠となる条例を
設定するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６１号
農業委員の４分の１以上を認定農業者等とする同意について
町長が農業委員を任命するにあたり、委員の過半数を認定農業者等
とすることが困難であるため、提案するものである

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６２号
中山町農村集落多目的共同利用施設の指定管理者の指定について
指定団体　達磨寺・向新田地区農村集落多目的共同利用施設運営管
理組合

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６３号 中山町東部地区多目的交流センターの指定管理者の指定について
指定団体　旭町町内会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６４号 中山町岡地区文化交流センターの指定管理者の指定について
指定団体　大字岡自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６５号 長崎農村公園の指定管理者の指定について
指定団体　三軒屋・落合農村公園維持管理組合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６６号 岡農村公園の指定管理者の指定について
指定団体　大字岡自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６７号 小塩農村公園の指定管理者の指定について
指定団体　小塩自治会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６８号 お達磨の桜公園の指定管理者の指定について
指定団体　御達磨の桜公園維持管理組合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６９号 種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書の提出について
詳細は次のページ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ＊

＊注：議長は採決に加わりません。
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一般質問 こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

　一般質問とは、議員個人が、町長などに町政の執行状況や将来に対する考え方の説明や
報告を求め、町が町民のために適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

質問者（発言順）

佐東　幸治 議員（９ページ）

▪有害鳥獣に立ち向かえ！
▪魅力ある健康づくりのシステム化を

堀川　政美 議員（８ページ）

▪学校給食の無料化を目指せ！
▪防災士を育成せよ！

西塔いく子 議員（１０ページ）

▪ボランティアの育成で共助のまちづくり！
▪ゲーム依存症の危険性

佐竹　英規 議員（１２ページ）

▪地域福祉の確立と推進を図ろう！
▪町づくりの道

みちしるべ

標を再確認！

村山　　隆 議員（１１ページ）

▪ストレスなくトイレを使いたい

鎌上　　徹 議員（１３ページ）

▪イノシシ対策まったなし！
▪核となる団体の育成でイベントの効率化を

一 般 質 問

請願と陳情（要望）

陳情（要望）
受理年月日：平成３０年９月１１日　要望者：公益社団法人 日本理科教育振興協会 会長　大久保　昇

平成３１年度理科教育設備整備費等補助金予算増額計上に
ついてのお願い

　１２月定例会で継続審査案件を１件可決、新たに
請願１件、要望書１件が提出されました。

採
択

〔要望趣旨〕
　昨年３月に小学校、中学校、本年３月に高等学校の次期学習指導要領が告知されました。
　小中高等学校いずれも理科教育においては、ますます、観察・実験が重視され、今回初めて、学習指導要領の
中で小中共に、環境整備に十分配慮することという一文が加えられました。
　理科教育設備整備費等補助金事業は、小中高の観察・実験機器の整備拡充のための予算ですが、補助を受ける
自治体が総事業費の半分を負担する事業です。
　学校教育の理科教育環境整備のために、次年度の理科教育設備整備費予算の積極的な増額予算措置をお願い申
し上げます。

請 

願 

者

請
願
書
の
提
出

継
続
審
査

不 

採 

択

採
　
　択

採
決

受
　
　理

議
　
　長

本
会
議

関
係
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

関
係
常
任
委
員
会

委
員
会
請
願
の
審
査

審
査
結
果
の
通
知

請 

願 

者

本
会
議
審
査
結
果
報
告

請願の流れ　１２月５日、厚生産業常任委員会が開か
れ、継続審査となっていた「種子法廃止に
伴う万全の対策を求める請願」を、審査の
結果、採択することに決定しました。
　１２月７日の本会議で審査結果の報告がなされ、賛成多
数で採択することが決定。これに伴い、追加議案議第６９
号「種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書」が提
出され、賛成多数で可決されました。
　これを受け、意見書を議会議長名で衆議院議長、参議
院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣に提出しました。

請　　願
受理年月日：平成３０年１０月２５日
請  願  者：一般社団法人山形県ハイヤー協会 会長　石川　康夫
　　　　　　全国自動車交通労働組合連合会 山形地方本部 執行委員長　遠藤　栄二
紹 介 議 員：須貝　勝司　　付託委員会：厚生産業常任委員会

ライドシェア※の導入に反対し、安全・安心なタクシーを
国に求める意見書の提出について

継
続審査

〔請願趣旨〕
　タクシー事業は、地域生活に欠かせない安全・安心で快適・便利なドア・ツー・ドアの個別輸送機関であり、
急速に少子高齢化が進展する中、地域住民や交通弱者のための移動手段として大きな役割を果たしています。
　しかしながらライドシェアは、その事業主体が運転者の仲介のみを行う業務形態であるため、事業主体が運行
管理や車両整備等について責任を負わず、自家用車の運転者のみが運送責任を負う形態を前提としており、安全
の確保や利用者の保護等の観点から大きな問題が生じることが懸念されています。
　よって、国においては次の事項について適切な措置を講じられるよう強く要望します。
１．ライドシェアは、利用者の安全・安心に極めて大きな懸念のある業態であり、その容認を行わないこと。
２．地域において大きな役割を担っているタクシーはもとより、バスや鉄道を含めた地域公共交通維持・発展に
向けた総合的な諸施策を講ずること。
　以上、地方自治法第１２４条の規定により請願いたします。

※  ライドシェアとは、直訳すると「ライド＝乗る」ことを「シェア＝共有」することで、一般的には「相
乗り」や「配車サービス」を指します。自家用車の所有者と自動車に乗りたい人を結びつける移動手
段で、自動車そのものを貸し出してシェアするカーシェアリングとは区別されています。

６人の議員が一般質問
　１２月定例会では、６人の議員が１１件の一般質問を行い、将
来の町政について活発な議論を展開しました。
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一 般 質 問 一 般 質 問

佐
さ
東
とう
 幸
こう
治
じ
 議員 堀

ほり
川
かわ
 政
まさ
美
み
 議員

問　
近
年
急
激
に
増
加
し

て
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
や
果
樹
園
の
掘
り

起
こ
し
被
害
に
対
し
て
、

町
で
は
現
在
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

町
長　
平
成
２８
年
１２
月
に

「
中
山
町
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成

２９
年
５
月
に
は
「
鳥
獣
被

問　
少
子
化
対
策
で
子
育

て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援

策
と
し
て
、
学
校
給
食
無

料
化
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
少
子
化
対
策
と
し

て
の
経
済
的
支
援
策
と
し

て
は
、
有
効
な
施
策
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
財
源
の
一
部
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
使

え
な
い
か
。

町
長　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

害
対
策
実
施
隊
」
を
結
成

し
た
。

　
昨
年
と
今
年
で
新
た
に

３
名
の
方
が
狩
猟
免
許
を

取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

用
箱
わ
な
と
、
く
く
り
わ

な
の
設
置
や
、
農
地
の
巡

回
を
行
っ
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
成
果
は

出
て
い
る
の
か
。

は
恒
常
的
に
一
定
の
収
入

が
見
込
め
る
も
の
で
は
な

く
、
財
源
と
し
て
適
当
で

は
な
い
。

問　
山
形
県
内
に
お
い
て

学
校
給
食
に
対
す
る
助
成

措
置
の
実
施
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
全
児
童
生
徒
を
全

額
助
成
し
て
い
る
鮭
川
村

を
は
じ
め
、
１３
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る
。

問　
中
学
校
・
高
校
進
学

答
積
極
的
な
捕
獲
活
動
に
よ
り

個
体
数
管
理
を
図
る

問
町
の
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、鳥
獣
被
害
対
策
は

を
控
え
た
、
経
済

的
負
担
の
大
き
い

小
学
６
年
生
と
中

学
３
年
生
を
対
象

に
す
る
な
ど
、
段

階
的
な
学
校
給
食

無
料
化
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
就
学
援
助

制
度
を
利
用
し
な

が
ら
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ

町
長　
最
上
堰
の
除
塵
機

に
落
水
し
た
イ
ノ
シ
シ
も

含
め
、
１２
月
５
日
現
在
で

４
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

問　
目
撃
情
報
や
被
害
箇

所
の
数
か
ら
、
相
当
数
の

イ
ノ
シ
シ
が
存
在
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

町
長　
昨
年
度
か
ら
狩
猟

免
許
取
得
等
に
対
す
る
助

成
、
今
年
度
か
ら
電
気
柵

設
置
に
対
す
る
助
成
制
度

有
害
鳥
獣
に
立
ち
向
か
え
！

段
階
的
に
学
校
給
食
を

無
料
化
で
き
な
い
か
？

て
い
る
。
第
３
子
以
降
の

児
童
生
徒
に
つ
い
て
助
成

を
設
け
て
い
る
が
、
実
施

隊
が
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し

た
場
合
の
、
報
奨
金
制
度

の
創
設
も
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
隣
市
町
で
活

動
す
る
熟
練
捕
獲
活
動
者

へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
行

う
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数

管
理
を
図
っ
て
い
く
が
、

放
任
果
樹
伐
採
な
ど
の
農

地
管
理
や
、
積
極
的
に
狩

猟
免
許
を
取
得
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
地
区
の
方
々

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

私たちの命を救う防災訓練

おいしい学校給食

雪にも負けない、健幸ウォーキング参加者

答
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
」
を
検
討
し
て
い
る

問
「
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
」を
町
民
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
！

　
ま
た
、
県
で
行
っ
て
い

る
「
山
形
県
自
主
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

を
活
用
し
て
、
全
地
区
で

の
組
織
化
を
目
指
し
て
い

く
。

問　
防
災
士
の
育
成
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
自
主
防
災
会
の
防

災
訓
練
の
企
画
実
施
、
災

害
時
の
救
命
救
急
活
動
や

問　
『
歩
い
て
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
「
な
か
や
ま
健

幸
く
ら
ぶ
」
事
業
』
の
現

状
は
ど
う
か
。

町
長　
現
在
の
参
加
者
は

目
標
３
０
０
名
に
対
し
２

８
１
名
、
う
ち
男
性
が
１

１
５
名
、
女
性
が
１
６
６

名
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

問　
次
年
度
に
向
け
て
、

問　
今
後
、
防
災
士
を
増

員
し
、
町
の
防
災
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
に
防
災
士

の
資
格
を
取
得
し
て
い
た

だ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長　
自
主
防
災
組
織
の

方
々
に
、「
山
形
県
防
災

士
養
成
研
修
講
座
」
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
防
災
士

の
増
員
を
図
り
、
町
の
危

機
管
理
に
備
え
て
い
く
。

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も

の
で
、
町
内
の
店
舗
で
の

買
物
に
使
え
る
こ
と
か
ら
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

と
併
せ
て
、
よ
り
多
く
の

参
加
者
が
期
待
で
き
る
。

　
「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

は
現
在
４７
名
で
、
来
年
２

月
に
さ
ら
に
５３
名
の
養
成

を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら

な
る
町
民
へ
の
参
加
を
働

き
か
け
た
い
。

防
災
士
の
育
成
で
災
害
に
備
え
を

魅
力
あ
る
健
康
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
化
を

問　
中
山
町
の
自
主
防
災

会
の
組
織
率
の
状
況
は
。

町
長　
現
在
、
１６
の
自
主

防
災
会
が
組
織
さ
れ
、

７５・５
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
組
織
率
１
０
０
％
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
未
整
備
地
区
に
対

し
、
引
き
続
き
立
ち
上
げ

を
働
き
か
け
、
組
織
化
に

関
す
る
助
言
や
講
師
派
遣

な
ど
、「
中
山
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
」
を

活
用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
運
営

な
ど
、
自
治

体
へ
の
協
力

が
期
待
さ

れ
、
そ
の
必

要
性
は
高
い

と
考
え
る
。

問　
中
山
町

に
防
災
士
は

何
名
い
る
の

か
。

町
長　
有
資

格
者
は
１７
名

い
る
。

健
康
無
関
心
層
へ
の

働
き
か
け
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。

町
長　

来
年
度
は

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
の

導
入
」
を
検
討
し
て

い
る
。こ
れ
は
、「
歩

い
た
歩
数
」
や
「
筋

肉
・
体
脂
肪
な
ど
体

組
成
の
改
善
や
維

持
」
な
ど
に
応
じ
て
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一 般 質 問 一 般 質 問

村
むら
山
やま
　隆
たかし
 議員 西

さい
塔
とう
 いく子

こ
 議員

問　
前
回
、
学
校
の
ト
イ

レ
の
質
問
を
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
反
響
が
寄
せ

ら
れ
た
。
そ
こ
で
今
回
は

学
校
以
外
の
公
共
施
設
な

ど
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
そ

の
現
状
を
伺
い
た
い
。

町
長　
役
場
庁
舎
を
は
じ

め
と
す
る
町
有
の
４３
施
設

と
、
県
野
球
場
、
ひ
ま
わ

り
荘
、
さ
ら
に
、
把
握
が

可
能
で
あ
っ
た
１６
の
自
治

公
民
館
を
加
え
た
６１
施
設

の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

問　
町
民
参
加
型
の
行
事

で
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

や
健
幸
く
ら
ぶ
、
さ
ら
に

は
高
齢
者
や
子
育
て
応
援

の
事
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
町
職
員
に
負
担
が

か
か
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
町
民
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を

行
政
が
考
え
、
援
助
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
、
町
の
各
種
事

業
や
、
町
が
進
め
て
い
る

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
担

結
果
、
男
性
用・女
性
用・

男
女
共
用
の
合
計
で
４
３

２
基
の
大
便
器
の
う
ち
、

洋
式
化
さ
れ
て
い
る
の
は

２
０
４
基
で
あ
っ
た
。
主

な
所
で
言
え
ば
、
役
場
庁

舎
は
４３
％
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
５３
％
、
中
央
公

民
館
は
５８
％
で
あ
っ
た
。

問　
総
合
体
育
館
は
ど
う

か
。

教
育
課
長 

男
性
用
が
９
・

２
％
、
女
性
用
が
１６
・

い
手
と
し
て
の
支
援
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
補
助
金
の
交

付
や
、
交
流
会
、
講
座
等

を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
支
援
し
て
い
る
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

は
、
若
い
世
代
の
加
入
が

少
な
く
、
会
員
の
高
齢
化

や
減
少
等
に
よ
る
、
活
動

の
停
滞
傾
向
が
共
通
の
悩

み
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
町
が
イ
ベ
ン
ト
の
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
も
応
募
者
が
少
な

い
。

　

し
か
し
、「
条
件
が
整

え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
い
」
と
い
う

方
も
多
く
、
今
後
、
広
報

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
利
用
者
か
ら
の
要
望

は
あ
る
の
か
。

教
育
課
長　

中
央
公
民
館

の
和
式
ト
イ
レ
に
手
す
り

ス
ト
レ
ス
な
く

ト
イ
レ
を
使
い
た
い

　

 

︱
ト
イ
レ
改
修
大
幅
に
進
展
︱

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
要
望
は
特
に
把

握
し
て
い
な
い
。

きれいなトイレでストレスなく

問　
中
山
町
の
自
然
環
境

は
以
前
と
変
わ
り
な
い

が
、
生
活
環
境
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
ゲ
ー
ム
依
存

症
は
、
全
国
で
も
人
知
れ

ず
苦
し
ん
で
い
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
当
町
で
は

ど
う
か
。

教
育
長　

普
段
の
生
活
が

問　
今
後
の
改
修
計
画
は
。

教
育
課
長　

こ
れ
ま
で
未

整
備
で
あ
っ
た
長
崎
小
学

校
の
南
校
舎
２
階
ト
イ
レ

と
職
員
用
の
ト
イ
レ
（
男

女
４
基
）
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
補
正
予
算
で
対
応

し
た
。
来
年
度
に
つ
い
て

は
両
小
学
校
の
ほ
か
、
一

部
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
は
、
個
別
に
必
要

性
を
検
討
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

破
綻
す
る
ほ
ど
ゲ
ー
ム
に

の
め
り
込
み
、「
ゲ
ー
ム

依
存
症
」
と
診
断
さ
れ
て

い
る
児
童
生
徒
が
当
町
に

い
る
と
い
う
報
告
は
受
け

て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
に
限

ら
ず
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ネ
ッ
ト

に
関
わ
り
、
影
響
を
受
け

て
い
る
児
童
生
徒
は
多
く

い
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
一
言　
ト
イ
レ
の
洋

式
化
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
や
自
治
公
民
館
な

ど
、
災
害
時
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
各
施
設
の
要

望
を
詳
し
く
調
査
し
、
補

助
制
度
を
拡
充
す
る
な
ど

し
て
対
応
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
も
や
さ

し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ

レ
（
多
目
的
ト
イ
レ
）
の

設
置
も
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
苦
し
む

児
童
生
徒
は
い
な
い
か

ゲ
ー
ム
依
存
症
は
病
気

今後のまちづくりで重視すべき基本的な方向
（年代別上位３位までの項目・複数回答）

町有施設等トイレの洋式化率

ひまわり温泉ゆ・ら・ら、ひまわりグラウンド
ゴルフ場は独自調査、ほかは役場発表による。

（一言）町民調査でも「住民参画・協働のまち」への意識は少なくない。
　　　 これをボランティアの育成につなげられないか。

（単位：％）〈一般町民調査〉
第１位 第２位 第３位

年
齢

２０代　　 子育て・教育のまち� ４１．３ 健康・福祉のまち� ３７．０ 快適住環境のまち� ２８．３
３０代　　 快適住環境のまち／子育て・教育のまち（同率１位）� ４２．７ 健康・福祉のまち� ３９．８
４０代　　 快適住環境のまち� ４９．７ 健康・福祉のまち� ３８．３ 子育て・教育のまち� ３２．２
５０代　　 健康・福祉のまち� ４９．５ 快適住環境のまち� ４４．４ 子育て・教育のまち� ２４．８
６０代　　 健康・福祉のまち� ５４．９ 快適住環境のまち� ３４．９ 住民参画・協働のまち� ２２．６
７０歳以上 健康・福祉のまち� ５７．６ 住民参画・協働のまち� ２２．７ 快適住環境のまち� ２２．０

（出典：第５次中山町総合計画より）

問　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
関
）
は
ゲ
ー
ム
依
存
症

を
病
気
と
認
定
し
た
。
問

題
を
甘
く
見
な
い
で
、
早

い
時
期
に
手
を
打
つ
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

中
学
生
に
な
る

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
所
持

や
、
自
由
に
過
ご
せ
る
時

間
が
増
え
る
た
め
、
ゲ
ー

ム
等
を
行
う
機
会
が
増
え

る
。
正
し
い
判
断
が
で
き

る
子
ど
も
に
育
て
る
た
め

に
も
、
ゲ
ー
ム
依
存
症
撲

滅
の
啓
発
を
各
学
校
と
継

続
し
て
行
っ
て
い
く
。

全体 （男女計）� ４７．２％
役場庁舎 （男女計）� ４２．９％
保健福祉センター （男女計）� ５３．３％
中央公民館 （男女計）� ５８．３％

総合体育館 （男）� ９．２％
（女）� １６．２％

ひまわり温泉
ゆ・ら・ら

（男）� ５４．５％
（女）� ４１．２％
（共用）� １００．０％

ひまわりグラウンド
ゴルフ場 （男女計）� ３６．３％

等
で
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
の
工
夫
や
、
環
境
整

備
に
努
め
て
い
く
。
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一 般 質 問 一 般 質 問

鎌
かま
上
かみ
　徹
とおる
 議員 佐

さ
竹
たけ
 英
ひで
規
き
 議員

問　
隣
接
の
市
町
村
で
は

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
報
奨
金

を
出
し
て
い
る
が
、中
山
町

で
も
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
当
町
以
外
の
東
南

村
山
全
市
町
で
は
、
報
奨

金
制
度
を
設
け
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
が
行
う
捕

獲
活
動
を
推
進
し
、
捕
獲

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
当
町
に
お
い
て
も
、

実
施
隊
の
活
動
を
活
性
化

し
、
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
と
す
る
た
め
に
は
報

問　
社
会
的
孤
立
等
の
地

域
生
活
課
題
を
、「
我
が

事
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
し
て

住
民
の
気
付
き
と
つ
な
が

り
を
醸
成
す
る
の
か
。

町
長　
対
策
の
一
つ
と
し

て
「
居
場
所
づ
く
り
」
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
町

で
は
平
成
２９
年
度
よ
り
、

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
「
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

奨
金
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
来
年
度
の
予
算
編

成
に
向
け
、
詳
細
な
制
度

設
計
を
行
っ
て
い
く
。

問　
目
に
見
え
る
実
行
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
猟
友
会

中
山
分
会
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
得
て
、
捕
獲
活
動
を

実
施
し
、
着
実
に
成
果
も

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
狩

猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助

成
や
、
実
施
隊
に
対
す
る

報
奨
金
制
度
を
周
知
し
、

を
図
る
こ
と
が
「
住
民
の

気
付
き
」
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
、
さ
ら
に
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
保
健
・
医
療
・
福
祉

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

町
長　
健
康
福
祉
課
・
社

会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
隣
接

し
て
い
る
た
め
、
相
談
者

が
相
談
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。

　
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
も

増
加
し
て
い
る
が
、
参
考

事
例
を
踏
ま
え
て
必
要
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

問　
そ
の
人
ら
し
い
生
活

を
支
え
る
た
め
の
福
祉
人

材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
、
ま
た
誰
も
が
安
心
し

て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
環

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
積
極
的

に
取
り
組
む
活
動
者
の
拡

大
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策

　
　
ま
っ
た
な
し
！

地
域
福
祉
の
確
立
と
推
進
を

図
ろ
う
！

境
整
備
を
進
め
て
い
く
の

か
。

町
長　
委
託
先
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、

必
要
な
人
材
の
確
保
と

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
地

域
福
祉
推
進
員
を
平
成
２９

年
度
か
ら
４７
地
区
に
４８
名

配
置
し
て
お
り
、
区
長
や

民
生
委
員
と
の
三
者
会
議

を
通
し
、
そ
の
地
区
の
課

問　
観
光
協
会
を
独
立
さ

せ
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
仕

事
を
一
括
し
て
計
画
、
実

施
さ
せ
て
は
。

町
長　
現
在
、
観
光
分
野

に
お
い
て
は
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
多
彩
な
誘
客

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
主

催
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
知
名
度
向

上
、
誘
客
拡
大
を
図
る
た

健康で長生きしたい！（なかやま健幸くらぶ いきいきタイム）

町のキャッチフレーズ

イノシシ捕獲に報奨金を

町
長　
施
設
の
管
理
組
織

は
、
こ
れ
ま
で
も
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
黒
塀
の

ま
ち
な
み
保
存
活
用
協
議

会
等
の
関
係
団
体
が
最
も

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
業
務
委
託
お
よ
び
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
も

想
定
し
て
い
る
の
で
、
ほ

か
の
民
間
団
体
を
含
め
、

自
立
し
責
任
を
持
っ
て
柏

倉
家
住
宅
の
管
理
を
行
う

意
向
の
あ
る
団
体
に
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
も
全

体
を
取
り
仕
切
る
団
体
が

必
要
な
の
で
は
。

町
長　
平
成
２６
年
に
行
っ

た
「
中
山
町
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
・

研
修
会
」
を
今
後
も
開
催

し
て
、
研
修
会
の
中
で
中

山
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
各
団
体
と
と

も
に
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
取

り
ま
と
め
て
い
け
る
よ
う

な
組
織
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町
づ
く
り
の
道み
ち
し
る
べ標を
再
確
認
！

統
括
団
体
の
構
築
を

問　

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
『
ス
ポ
ー
ツ
と
フ

ル
ー
ツ 

伸
び
ゆ
く
町 

な

か
や
ま
』
を
ど
う
思
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
昭
和
５５
年
に

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く

募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た

作
品
の
中
か
ら
選
考
委
員

会
に
よ
り
協
議
が
行
わ

れ
、
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
私
は
、「
町
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る
道
標
」

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
づ
く
り
を
す
る
上
で
、

町
民
が
健
康
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
健
康

な
町
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
用
い

る
こ
と
で
、
町
の
特
性
を

内
外
に
訴
え
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
の
連
帯
感
を
よ
り
一
層

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

題
に
つ
い
て
情
報
交
換
や

対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
居
場
所
づ
く
り
の
担

い
手
な
ど
地
域
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が

活
動
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
て
い
く
。

め
に
は
、
現
在
の
組
織
体

制
を
見
直
し
、
町
内
の
各

団
体
・
組
織
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
観
光
協
会
が
中
心
と

な
り
、
主
催
団
体
の
再

編
・
統
合
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

問　
柏
倉
家
も
核
と
な
る

管
理
団
体
が
必
要
な
の
で

は
。

統括団体

行　政

各団体

ボランティア

町　民

成功のカギは統括団体の構築にあり

組織のイメージ図
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研修中の山形広域環境事務組合議会議員メンバー
定紋附梅ノ沈金　扇形吸物膳

初雪の柏倉九左衛門家（平成３０年１２月９日撮影） エネルギー回収施設（川口）　【場所】上山市川口字五反田８５４番１

議会活動報告

◦研　修　日　平成３０年１１月１９日（月）・２０日（火）
◦研修視察地　（１９日）秋田市総合環境センター・リサイクルプラザ
　　　　　　　（２０日）秋田市汚泥再生処理センター
◦研 修 目 的　  ごみの資源化および熱エネルギーの回収状況と、し尿処理の最新技術を視察・研究

　１２月６日、第１１回目の委員会が開かれ
ました。会議に先立ち午前９時３０分から
現地視察が行われ、今年度当初予算に計
上され、町で購入することになった「柏
倉九左衛門家 縁

ゆかり
の品」を拝見しました。

　古くは江戸時代、安政年間に作られた
輪島塗の吸物椀や総うるしの招待膳（会
席膳）一式、家紋入りの金蒔絵の五段重
など、総点数は１０００点を超えます。これ
らの品々は１００年以上前に作られたにも
かかわらず、大変保存状態が良く、往時
の大庄屋・豪農の生活が垣間見えます。
　これまで中山町は、柏倉九左衛門家・

大量消費から資源循環へ
山形広域環境事務組合議員行政視察報告

◦中山町選出・構成議員　堀川政美、村山　隆

　かねてより建設を進めてきた、山形広域環境事務組合の新たなごみ処理施設「エネルギー回収施設
（川口）」が完成し、竣工式が行われ本格稼働しました。
　同施設で行われた竣工式には、中山町・山形市・上山市・山辺町の関係者、約１００名が出席しました。
今後は、１日１５０トンのごみが処理されることになります。（⇒関連記事Ｐ１６）

惣右衛門家両家の土地や建物、ひな道具などを無償で譲り受けていましたが、このたび、これら１０００
点におよぶ縁の品々を１００万円で購入することとしました。

　その後、会場を役場会議室に移し、午前１０時３０分から開かれた委員会で、柏倉家住宅保存・利活用
基本計画（案）の改定案の説明があり、これについては概ね了承しました。次に実施計画（案）が初
めて提示され説明を受けました。それによると、計画の期間は平成３１年から３５年の５年間で、各年の
年間入場者数やＫＰＩ（重要業績評価指数）などの目標値が示されたほか、全体のゾーニング※案（文
化財保護エリア・自然環境保護エリア・観光交流エリア）、各施設の事業計画・実施体制、さらに事

「柏倉九左衛門家 縁の品」を購入
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告

業費の総額（予想）などが示されました。
　委員からは
　①観光客の大幅な増を見込むための研究が必要
　②計画期間は５年ではなく、１０年程度にすべき
　③公開に耐えうる整備をすべき
　④北蔵を公開してほしい
　⑤実施体制の担当部署を明確にし、専門
職員を配置すべき

など多くの質問や意見が出され、予定の時
間を延長して議論が行われました。その結
果、次回の３月定例会までに再度計画案の
提示を行うということで了承しました。

　最後に「柏倉九左衛門家 縁の品」の購
入の件を了承し、委員会は閉じられまし
た。

※  ゾーニングとは、空間をテーマや用途に分
けて考えることをいいます。エリア開発、
敷地配置、住戸内配置など、規模の違いは
あっても、空間デザインを考える上で基本
になるものです。

山形広域環境事務組合エネルギー回収施設（川口）本格稼働!! １２月１日竣工式

（総合環境センター・リサイクルプラザ）
　ダイオキシン対策など、環境面においても優れた
特性を持つ新しい処理方式「ガス化溶融炉」で、多
様なごみを受け入れ、資源化しています。さらに、
ごみ焼却により発生した熱エネルギーを電力等の形
で再利用し、余剰電力の売電を行っていました。

（汚泥再生処理センター）
　高度な技術と最新の設備により、秋田市全域から
集めた汚泥を「助燃剤化」する施設で、できた助燃剤は、総合環境センター・リサイクルプラザでご
み焼却に使用していました。
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熱心に説明を受ける両町議員

気軽に立ち寄れる施設

命の水を守る最上川中部水道企業団施設

議会前の様子

◦研　修　日　平成３０年１２月１１日（火）
◦研修視察地　エネルギー回収施設（上山市川口）
◦研 修 場 所　山辺町内
◦研 修 目 的　１．最新のエネルギー回収施設の仕組みを学ぶ

　１０月４日と１２月２０日に企業団議会が開催されました。専決処分を含む平成３０年度事業会計補正予
算、平成２９年度事業会計利益の処分および決算が審議され、原案のとおり可決、承認、認定されました。
　専決処分の内容は、新堀川の河川整備のため８月中の水道管撤去が必要となり、時間的余裕がな
かったことによるものです。また、補正予算の主な理由として、相模ポンプ場（山辺町）の更新用地
の取得や、宅地造成に伴う配水管布設工事費、県人事委員会勧告に準ずる職員給与費の増額によるも
のとなっています（別表１、２参照）。

別表１　平成２９年度事業会計利益の処分および決算（税込み）

別表２　平成３０年度事業会計補正予算

水 道 事 業 収 益 ６億６５９７万６８６８円
水 道 事 業 費 用 ５億３２０１万７９４４円
当 年 度 純 利 益 １億３３９５万８９２４円
資 本 的 収 入 ３４２万７６００円
資 本 的 支 出 ２億５３万３６７２円

不　 足　 額 １億９７１０万６０７２円
（損益勘定留保資金等で補てん）

科　　目 既決予算額 補　正　額 計
水 道 事 業 収 益 ６億５５３９万５０００円 �１４５万円 ６億５６８４万５０００円
水 道 事 業 費 用 ５億４９１２万６０００円 �８０３万４０００円 ５億５７１６万円
資 本 的 収 入 ０円 �７８０万円 ７８０万円
資 本 的 支 出 ２億４０２万８０００円 １６７７万１０００円 ２億２０７９万９０００円

まるでホテルのような ごみ処理場
中山町・山辺町両町議会議員協議会報告

　　　　　　　２．鳥獣被害対策について
◦研 修 内 容
　１．エネルギー回収施設の視察
　この施設では、「信頼できる施設」「安心できる施設」
「親近感のある施設」の３つのコンセプトのもと、地
域に根差した施設として、山形市・上山市・山辺町・
中山町から排出される燃やせるごみを処理しています。
　最新の技術で、ダイオキシンをはじめとする有害物
質を処理し、なおかつ公害防止に係る自主基準値を厳

命の水を大切に！　水道水は自然の恵み
最上川中部水道企業団議会報告／議員構成および選出区分（山形市２名、山辺町３名、中山町６名）

　２．鳥獣被害対策について
　両町の共通課題として、鳥獣被害対策についての取り組みを発表後、活発な意見交換が行われま
した。その結果、２つのことを結論付けました。
①　両議会から実施隊協議会開催を要望する。
②　町村議会議長会でも話題を提供し、広域活動を図る。

　鳥獣被害対策は喫緊の課題であり、互いに知恵を出し合い対応し、費用対効果のバランスを探っ
ていくことが重要であると感じました。

議会活動報告

しく設定して運営されています。また、ごみ焼却時に発生する熱エネルギーで発電を行い、施設の
電力をまかなうとともに、余剰電力の売電もしています。廃熱はロードヒーティングや、足湯など
にも利用されています。
　さらに、ごみに含まれる鉄とアルミは資源として回収。焼却灰は高温で溶融・冷却してスラグ（小
石状態になったごみ）とし、コンクリート製品や道路用の資材として活用していきます。

　施設内には、子どもがごみ処理の仕組みを遊び
ながら学べる遊具や歩行型足湯、かまどが使える
「ふるさとの森」など、家族で過ごせる空間が整
備されており、事業コンセプトどおりの「親近感
のある施設」だと感じました。また、景観に配慮
された色彩やデザインは清潔感があり、特にエン
トランスホールはまるでホテルのような雰囲気
で、従来のごみ処理場のイメージとはかけはなれ
たものになっています。
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齊籐さん、ありがとうございました。
（平成３０年１２月６日の取材の様子）
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１１２号線沿いに自家焙煎のコーヒースタンドを
オープンし、中山町の情報発信基地として活動
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期　日 会　議 備　　考

１２月５日（水） 本　　会　　議
（厚生産業常任委員会）

一般質問・請願１件
議案調査（付託案件審査）

１２月６日（木）
休　　　　　会

（柏倉家住宅保存・利活用特別委員会）
（議員懇談会）

議案調査

１２月７日（金）
本　　会　　議
（全員協議会）

（議会広報常任委員会）

請願（厚生産業常任委員会付託の件）
議第５４～６１号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
議第６２号～６４号・議第６５号～６８号
　一括提案理由の説明、質疑、各件毎討論、採決
議第６９号　提案理由の説明、質疑、討論、採決

平成３０年 中山町議会１２月定例会日程表

お気軽にお越しください。

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

みんなの議会 傍聴しませんか

の予定です。３月４日（月）〜１２日（火）次回の定例会は

イベ ント情報
①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ

山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市 町

蔵王樹氷まつり２０１９
①�平成３１年３月３日（日）まで
②�蔵王温泉スキー場
③�「１０００人松明滑走」「冬のＨＡＮＡＢＩ」「樹
氷ライトアップ観賞」など、冬の蔵王
温泉スキー場を楽しめるさまざまなイ
ベントが開催されます。
④�蔵王樹氷まつり協議会　℡０２３-６４７-２２６６

山形
市 桜のライトアップと霞城観桜会

▪ライトアップ
①�平成３１年４月予定　桜の咲き初め～
②�馬見ヶ崎河川敷　霞城公園
▪霞城観桜会
①�平成３１年４月中旬
②�霞城公園
③��期間中の土日にさまざまなイベントを開催
④�山形市観光物産課　℡０２３-６４１-１２１２

山形
市

上山市民俗行事　加
か せ ど り

勢鳥
①�平成３１年２月１１日（月・祝）
　１０：００～１５：３０
②�上山城～市内（中心市街地や温泉街な
どを練り歩きます）
③�江戸時代初期から伝わる、ミノをか
ぶった若者に祝いの水をかけ、五穀豊
穣と商売繁盛、火伏せを祈る上山の冬
の風物詩です。ぜひご覧いただき、勢
いよく水をかけてみませんか。
④�上山市観光物産協会　℡０２３-６７２-０８３９

上山
市

かみのやまの雛祭り
▪上山城の雛まつり
①�平成３１年３月３日（日）～４月３日（水）
　９：００～１７：１５（入館は１６：４５まで）
※料金：大人４１０円　高校・大学生３６０円
　　　　小・中学生５０円
　　　　（土曜日は小・中学生無料）
④��公益財団法人　上山城郷土資料館
　℡０２３-６７３-３６６０
▪博物館　蟹仙洞の雛まつり
①�平成３１年３月上旬～４月上旬予定
　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
　休館日：火曜日
※料金：大人５００円　高校・大学生３００円
　　　　�小・中学生１００円
　　　　（保護者同伴の場合は無料）
④公益財団法人　蟹仙洞　℡０２３-６７２-０１５５
▪森本家（武家屋敷通り）の雛まつり
①平成３１年３月１６日（土）～３月２４日（日）
　９：３０～１６：００　※料金：無料
④上山市観光課　℡０２３-６７２-１１１１
▪楢下宿「山田屋」の雛まつり
①平成３１年３月１６日（土）～３月２４日（日）
　１０：００～１６：００（入館は１５：３０まで）
　※料金：無料
④上山市観光課　℡０２３-６７２-１１１１
▪長屋門ギャラリー 「和」や「雛」に関する作品展
①平成３１年３月１６日（土）～３月２４日（日）
　��１０：００～１７：００（ただし、最終日の３月
２４日は１６：００まで）　※料金：無料

上山
市

「ひな人形展」と「まちなか雛ミュージアム」
▪ひな人形展
①�平成３１年２月１６日（土）～３月２４日（日）
②�山辺町ふるさと資料館
③��歴史的に貴重な雛人形が展示されます。
▪まちなか雛ミュージアム
①�平成３１年３月２日（土）～３月２４日（日）
②�町内中心商店街周辺店舗
③��展示協力店舗では、どこにもないユ
ニークなお雛様がご覧いただけます。
④�山辺町ふるさと資料館　℡０２３-６６４-５０３３

山辺
町

中山
町 の情報は「広報なかやま」「お知らせ版」をご覧ください。
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　中山町にはスポーツ少年団が8つあります。①野球②サッ
カー③硬式テニス④剣道⑤卓球⑥柔道⑦ソフトテニス⑧バス
ケットボールです。「スポ少訪問記」では各団を訪問して、
活動の様子や目標、団の歴史や指導方針などとともに、団員の
ぼくの夢・わたしの夢などをシリーズで掲載してまいりました。

中山ミニバスケットボールスポーツ少年団第８回

　ポ少
訪問記
ス
連載シリーズ

スポーツの町
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「なかやま議会だより」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第９号の発行は５月１日です。
この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

（スポ少訪問記は、今回で連載終了となります。）
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　中山ミニバスケットボールスポーツ少年団は、
昭和５５年に設立され、今年で３９年目を迎えます。
現在は男子１８名・女子２２名の４０名で活動していま
す。また創設時の小中通してのチームキャッチフ
レーズである、「より強くより速く」（男子）、「想
いを込めて！より速く翔べ中山」（女子）という先
輩たちの言葉を引き継ぎ、「礼儀・技術・体力」
を求め、一生懸命に取り組むことを楽しめるよう
に日々頑張って練習しています。
　今年は、６年生が目標にしている“東北大会”
（県ベスト４）に出場できるように団員全員で頑
張っています。
　バスケットボールはチーム競技です。協調性や
仲間意識が求められ、向上できるのがバスケッ
ト！一度練習に来てみませんか？

見学や体験の申し込みは、ミニバスケスポ少の
児童やその保護者、または太田まで！

男子は１１月末の地区予選で敗退し、６年生の公式戦は終了しました。
女子は１１月末の地区予選で９位代表で１２月２２日からの県大会に臨みます。

わたしの夢
ぼくの夢

　私は姉（高校１年）がバスケットをしていたのがきっかけで、小学校１年生から
始めました。オフェンス（攻撃）ではシュートを決めたり、ディフェンス（守り）
では相手ボールをカットしたりすることが、とても楽しいです。今年は背の低い
チームなので、みんなで攻撃的なディフェンスを目標に東北大会を目指していま
す。ぜひみなさんも一緒にバスケをしてみませんか。体力もついて、足も速くなり
ます。私はもっと体力をつけて、いっぱい走ってがんばりたいです。

鈴
すずき

木奈
な な み

那美さん平成３０年度 女子キャプテン 豊田小６年

団長：叶　敬一　　代表指導者：太田孝一
父母の会会長・副会長：鈴木恵洋・石川政人
指 導 者：亀井文昭・森谷美香・渡辺楓・大津和弘・工藤健ほか
練 習 日：火曜日・金曜日の１８：２０～２０：３０（４年生以上）
　　　　　水曜日の１８：２０～２０：３０（３年生以下の基本練習など）
　　　　　土曜日・日曜日・祝日は、日によって違います。
練習場所：中山町総合体育館・長崎小体育館・豊田小体育館

記載責任者：太田孝一　０９０－５１８０－１３０９
　　　　　　中山バスケットボールスポーツ少年団（正式名称）代表指導者・中山ミニバスケットボールスポーツ少年団　監督
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